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(57)【要約】
【課題】ヘッドユニットに記録実行のためのデータ信号
を送る可撓性を有するデータ線とインク収容部内のイン
クを記録ヘッドへと導くインクチューブとが、互いに干
渉しない配設構造にすること。
【解決手段】ヘッドユニット34の移動領域上部の少なく
とも一部を露呈させる開口部72を備えたハウジング38と
、ヘッドユニットに記録実行のためのデータ信号を送る
、可撓性を有するデータ線8と、インクが収容されたイ
ンク収容部40から送られるインクを記録ヘッド54へと導
き、前記ヘッドユニットの前記移動に伴って追従変形す
る変形可動部35を有するインクチューブ36とを備え、前
記ヘッドユニットの移動可能な範囲に渡って、前記イン
クチューブがデータ線と干渉しないように、該記インク
チューブの少なくとも前記変形可動部の一部は、前記デ
ータ線の配設領域の上方に配設されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インクを吐出する記録ヘッドを備え所定の方向に移動可能なヘッドユニットと、
　前記ヘッドユニットの移動領域上部の少なくとも一部を露呈させる開口部を備えたハウ
ジングと、
　前記ヘッドユニットに接続され、該ヘッドユニットに記録実行のためのデータ信号を送
る、可撓性を有するデータ線と、
　インクが収容されたインク収容部から送られるインクを前記記録ヘッドへと導き、前記
ヘッドユニットの前記移動に伴って追従変形する変形可動部を有するインクチューブと、
を備え、
　前記ヘッドユニットの移動可能な範囲に渡って、前記インクチューブがデータ線と干渉
しないように、該インクチューブの少なくとも前記変形可動部の一部は、前記データ線の
配設領域の上方に配設されている、
ことを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のインクジェット記録装置において、
　前記インクチューブの少なくとも前記変形可動部と前記データ線は上下において互いに
沿って配設されている、
ことを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項３】
　請求項１に記載のインクジェット記録装置において、
　前記インクチューブの少なくとも前記変形可動部は全体として帯状を成しており、前記
データ線も帯状を成しており、
　前記インクチューブの前記変形可動部と前記データ線は、いずれも前記帯状を成す面の
幅方向が上下方向に沿っている、
ことを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項４】
　請求項１に記載のインクジェット記録装置において、
　前記インクチューブの少なくとも前記変形可動部は全体として帯状を成しており、前記
データ線も帯状を成しており、
　前記インクチューブの前記変形可動部と前記データ線は、いずれも前記帯状を成す面の
幅方向が上下方向に対して交差している、
ことを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項５】
　請求項１に記載のインクジェット記録装置において、
　前記インクチューブの少なくとも前記変形可動部は全体として帯状を成しており、前記
データ線も帯状を成しており、
　前記インクチューブの前記変形可動部は前記帯状を成す面の幅方向が上下方向に対して
交差しており、前記データ線は前記帯状を成す面の幅方向が上下方向に沿っている、
ことを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項６】
　請求項１に記載のインクジェット記録装置において、
　前記インクチューブの前記変形可動部のＵ字反転部と前記データ線のＵ字反転部は、前
記ヘッドユニットの移動方向に対して同じ側にある、
ことを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項７】
　請求項１に記載のインクジェット記録装置において、
　前記インクチューブの前記変形可動部のＵ字反転部と前記データ線のＵ字反転部は、前
記ヘッドユニットの移動方向に対して反対側にある、
ことを特徴とするインクジェット記録装置。
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【請求項８】
　請求項１から７のいずれか１項に記載のインクジェット記録装置において、
　前記記録ヘッドにより記録が行われた被記録媒体が排出される排出口を備え、
　前記排出口が設けられた側を装置の前方側としたとき、前記インクチューブの前記変形
可動部の可動側端部は、前記ヘッドユニットの後方側に位置する、
ことを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項９】
　請求項８に記載のインクジェット記録装置において、
　前記インクチューブは、前記ヘッドユニットの前記移動に伴って追従変形しない非可動
部を有し、
　前記インクチューブの前記非可動部は、該装置の後方側又は側方側から装置外部に出る
、
ことを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項１０】
　請求項１から７のいずれか１項に記載のインクジェット記録装置において、
　前記記録ヘッドにより記録が行われた被記録媒体が排出される排出口を備え、
　前記排出口が設けられた側を装置の前方側としたとき、前記インクチューブの前記変形
可動部の可動側端部は、前記ヘッドユニットの移動線上であって該ヘッドユニットの上方
に位置する、
ことを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項１１】
　請求項１０に記載のインクジェット記録装置において、
　前記インクチューブは、前記ヘッドユニットの前記移動に伴って追従変形しない非可動
部を有し、
　前記インクチューブの前記非可動部は、該装置の側方側又は後方側から装置外部に出る
、
ことを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項１２】
　請求項１から７のいずれか１項に記載のインクジェット記録装置において、
　前記記録ヘッドにより記録が行われた被記録媒体が排出される排出口を備え、
　前記排出口が設けられた側を装置の前方側としたとき、前記インクチューブの前記変形
可動部の可動側端部は、前記ヘッドユニットの前方側に位置する、
ことを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のインクジェット記録装置において、
　前記インクチューブは、前記ヘッドユニットの前記移動に伴って追従変形しない非可動
部を有し、
　前記インクチューブの前記非可動部は、該装置の前方側又は側方側から装置外部に出る
、
ことを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項１４】
　請求項９、１１又は１３に記載のインクジェット記録装置において、
　前記インクチューブの前記非可動部は、前記ハウジングの上を通って装置外部に出る、
ことを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項１５】
　請求項１４に記載のインクジェット記録装置において、
　前記インクチューブの前記変形可動部の可動側端部は、前記ハウジングの開口部の縁か
ら延設された固定部に設けられている、
ことを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項１６】
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　請求項１４に記載のインクジェット記録装置において、
　前記ハウジングの上部に該ハウジング上面を開閉可能に設けられるカバー又はスキャナ
ーユニットを備え、
　前記カバー又はスキャナーユニットを閉じた状態において、対向する前記ハウジングと
の間に前記インクチューブ配設用の隙間を作る閉じ位置規制部が設けられている、
ことを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項１７】
　請求項９に記載のインクジェット記録装置において、
　前記装置の後方側に被記録媒体を給送する給送部を備え、
　前記インクチューブは、前記給送部が備える前記被記録媒体の差し込み口を通って前記
装置の外部に出る、
ことを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項１８】
　請求項１１又は１３に記載のインクジェット記録装置において、
　前記ハウジングの上部に該ハウジング上面を開閉可能に設けられるスキャナーユニット
を備え、
　前記スキャナーユニットは、底面に前記ヘッドユニットの移動方向に延在する突状部を
備え、
　前記ハウジングは、前記スキャナーユニットの閉状態における前記突状部に対応した両
側上面に凹部を備え、
　前記インクチューブの非可動部は、該凹部内を通って前記装置の外部に出る、
ことを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項１９】
　請求項１３に記載のインクジェット記録装置において、
　前記インクチューブの前記非可動部が、前記排出口から装置外部に出る、
ことを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項２０】
　請求項１３に記載のインクジェット記録装置において、
　前記装置の前面に、該装置の操作部を構成するパネルユニットが設けられ、
　前記インクチューブの前記非可動部が、前記パネルユニットの側部と前記ハウジングと
の間のスペースを通って装置外部に出る、
ことを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項２１】
　請求項２０に記載のインクジェット記録装置において、
　前記パネルユニットの後面側に前記インクチューブの前記非可動部の一部に接して支持
するチューブ支持部材が在り、
　前記非可動部は、前記チューブ支持部材に支持されて前記装置外部に出る、
ことを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項２２】
　請求項２１に記載のインクジェット記録装置において、
　前記パネルユニットは下部が上部に対して前方に出た傾斜姿勢をとることが可能である
、
ことを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項２３】
　請求項２１に記載のインクジェット記録装置において、
　前記パネルユニットは下部が上部に対して前方に出た傾斜姿勢で固定されている、
ことを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項２４】
　請求項９、１１又は１３に記載のインクジェット記録装置において、
　前記インクチューブを複数本備え、
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　前記インクチューブの前記非可動部は、分岐点を基点に、複数本の前記インクチューブ
のうち少なくとも１本以上のインクチューブが、前記装置の左方向に延在し、残るインク
チューブが、前記装置の右方向に延在して、それぞれ該装置の側方側又は前方側から該装
置の外部に出る、
ことを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項２５】
　請求項１から７のいずれか１項に記載のインクジェット記録装置において、
　前記インクチューブを複数本備えるとともに、当該複数本のインクチューブが結束手段
によって結束されている、
ことを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項２６】
　請求項１から７のいずれか１項に記載のインクジェット記録装置において、
　前記ハウジングの外側に前記インク収容部を備えている、
ことを特徴とするインクジェット記録装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ファクシミリやプリンターに代表されるインクジェット記録装置に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　この種インクジェット記録装置として、インクを吐出する記録ヘッドを備え所定の方向
に移動可能なヘッドユニットと、前記ヘッドユニットの移動領域上部の少なくとも一部を
露呈させる開口部を備えたハウジングと、前記ヘッドユニットに接続され、該ヘッドユニ
ットに記録実行のためのデータ信号を送る、可撓性を有するデータ線と、インクが収容さ
れたインク収容部と前記ヘッドユニットに両端が接続され、前記インク収容部内のインク
を前記記録ヘッドへと導く、可撓性を有するインクチューブであって、前記ヘッドユニッ
トの前記移動に伴って追従変形する変形可動部と追従変形しない非可動部を有するインク
チューブとを備えているものがある（例えば、特許文献１）。
【０００３】
　上記構造のインクジェット記録装置は、記録実行時の前記ヘッドユニットの移動に伴っ
て前記データ線と前記インクチューブの前記変形可動部とが追従変形する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－１３１８９３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　この種インクジェット記録装置において、機種の多様化の観点から例えばインク収容部
を記録装置本体の外郭を成すハウジングの外側に配置する構造が考えられる。しかし、そ
の場合、前記データ線の存在によって前記インクチューブの引き回しの位置によっては、
前記データ線と該インクチューブが干渉し、その干渉への対処の結果として、装置全体が
大型化する問題が発生することがある。
【０００６】
　本発明の目的は、ヘッドユニットに記録実行のためのデータ信号を送る可撓性を有する
データ線とインク収容部内のインクを記録ヘッドへと導くインクチューブとが、互いに干
渉しない配設構造にして、装置全体が大型化する問題を改善することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　上記課題を達成するため、本発明の第１の態様のインクジェット記録装置は、インクを
吐出する記録ヘッドを備え所定の方向に移動可能なヘッドユニットと、前記ヘッドユニッ
トの移動領域上部の少なくとも一部を露呈させる開口部を備えたハウジングと、前記ヘッ
ドユニットに接続され、該ヘッドユニットに記録実行のためのデータ信号を送る、可撓性
を有するデータ線と、インクが収容されたインク収容部から送られるインクを前記記録ヘ
ッドへと導き、前記ヘッドユニットの前記移動に伴って追従変形する変形可動部を有する
インクチューブとを備え、前記ヘッドユニットの移動可能な範囲に渡って、前記インクチ
ューブがデータ線と干渉しないように、該インクチューブの少なくとも前記変形可動部の
一部は、前記データ線の配設領域の上方に配設されている。
【０００８】
　本態様によれば、前記ヘッドユニットの移動可能な範囲に渡って、前記インクチューブ
がデータ線と干渉しないように、該インクチューブの少なくとも前記変形可動部の一部は
、前記データ線の配設領域の上方に配設されている。従って、前記データ線と前記インク
チューブとが、互いに干渉しない配設構造となり、装置全体が大型化する問題を改善する
ことができる。
【０００９】
　本発明の第２の態様に係るインクジェット記録装置は、第１の態様において、前記イン
クチューブの少なくとも前記変形可動部と前記データ線は上下において互いに沿って配設
されていることを特徴とする。　
　ここで、「互いに沿って配設されている」とは、前記変形可動部と前記データ線の両者
が上下において厳密に平行状態で位置が一致していることは必要とせず、基本的に同じ引
き回し経路で両者が配設されていればよい意味で使われている。従って、上下において前
記両者の位置は、その得られる効果が実質的に同じと言える範囲で多少ずれていてもよい
。
【００１０】
　本態様によれば、前記インクチューブの少なくとも前記変形可動部と前記データ線は上
下において互いに沿って配設されているので、当該装置の前後方向及び左右方向に対して
コンパクトを図ることができる。
【００１１】
　本発明の第３の態様に係るインクジェット記録装置は、第１の態様において、前記イン
クチューブの少なくとも前記変形可動部は全体として帯状を成しており、前記データ線も
帯状を成しており、前記インクチューブの前記変形可動部と前記データ線は、いずれも前
記帯状を成す面の幅方向が上下方向に沿っていることを特徴とする。　
　ここで、「帯状を成す面の幅方向が上下方向に沿っている」とは、前記面の幅方向が厳
密に上下方向に対して平行であること、即ち垂直であることは必要としない意味で使われ
ている。すなわち、その得られる効果が実質的に同じと言える範囲で垂直面に対して多少
傾いていてもよい。これは以下の各説明においても同様である。
【００１２】
　本態様によれば、前記インクチューブの前記変形可動部と前記データ線は、ヘッドユニ
ットの移動に伴っていずれも実質的に水平面内で追従変形するので、当該装置の上下方向
に対してコンパクト化を図ることができる。
【００１３】
　本発明の第４の態様に係るインクジェット記録装置は、第１の態様において、前記イン
クチューブの少なくとも前記変形可動部は全体として帯状を成しており、前記データ線も
帯状を成しており、前記インクチューブの前記変形可動部と前記データ線は、いずれも前
記帯状を成す面の幅方向が上下方向に対して交差していることを特徴とする。　
　ここで、「帯状を成す面の幅方向が上下方向に対して交差している」とは、上下方向に
対して前記面の幅方向が直交していること、即ち水平であることが好ましいが、その得ら
れる効果が実質的に同じと言える範囲で水平面に対して多少傾いていてもよい。これは以
下の各説明においても同様である。
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【００１４】
　本態様によれば、前記インクチューブの前記変形可動部と前記データ線は、ヘッドユニ
ットの移動に伴っていずれも実質的に垂直面内で追従変形するので、当該装置の前後方向
又は左右方向に対してコンパクト化を図ることができる。
【００１５】
　本発明の第５の態様に係るインクジェット記録装置は、第１の態様において、前記イン
クチューブの少なくとも前記変形可動部は全体として帯状を成しており、前記データ線も
帯状を成しており、前記インクチューブの前記変形可動部は前記帯状を成す面が上下方向
に対して交差しており、前記データ線は前記帯状を成す面が上下方向に沿っていることを
特徴とする。
【００１６】
　本態様によれば、前記インクチューブの前記変形可動部は前記帯状を成す面が上下方向
に対して交差しており、前記データ線は前記帯状を成す面が上下方向に沿っているので、
当該装置に対する前記変形可動部とデータ線の配設設計の自由度を向上することができる
。
【００１７】
　本発明の第６の態様に係るインクジェット記録装置は、第１の態様において、前記イン
クチューブの前記変形可動部のＵ字反転部と前記データ線のＵ字反転部は、前記ヘッドユ
ニットの移動方向に対して同じ側にあることを特徴とする。
【００１８】
　本発明の第７の態様に係るインクジェット記録装置は、第１の態様において、前記イン
クチューブの前記変形可動部のＵ字反転部と前記データ線のＵ字反転部は、前記ヘッドユ
ニットの移動方向に対して反対側にあることを特徴とする。
【００１９】
　本発明の第８の態様に係るインクジェット記録装置は、第１の態様から第７の態様のい
ずれか一つの態様において、前記記録ヘッドにより記録が行われた被記録媒体が排出され
る排出口を備え、前記排出口が設けられた側を装置の前方側としたとき、前記インクチュ
ーブの前記変形可動部の可動側端部は、前記ヘッドユニットの後方側に位置することを特
徴とする。
【００２０】
　本発明の第９の態様に係るインクジェット記録装置は、第８の態様において、前記イン
クチューブは、前記ヘッドユニットの前記移動に伴って追従変形しない非可動部を有し、
前記インクチューブの前記非可動部は、該装置の後方側又は側方側から装置外部に出るこ
とを特徴とする。
【００２１】
　本発明の第１０の態様に係るインクジェット記録装置は、第１の態様から第７の態様の
いずれか一つの態様において、前記記録ヘッドにより記録が行われた被記録媒体が排出さ
れる排出口を備え、前記排出口が設けられた側を装置の前方側としたとき、前記インクチ
ューブの前記変形可動部の可動側端部は、前記ヘッドユニットの移動線上であって該ヘッ
ドユニットの上方に位置することを特徴とする。
【００２２】
　本発明の第１１の態様に係るインクジェット記録装置は、第１０の態様において、前記
インクチューブは、前記ヘッドユニットの前記移動に伴って追従変形しない非可動部を有
し、前記インクチューブの前記非可動部は、該装置の側方側又は後方側から装置外部に出
ることを特徴とする。
【００２３】
　本発明の第１２の態様に係るインクジェット記録装置は、第１の態様から第７の態様の
いずれか一つの態様において、前記記録ヘッドにより記録が行われた被記録媒体が排出さ
れる排出口を備え、前記排出口が設けられた側を装置の前方側としたとき、前記インクチ
ューブの前記変形可動部の可動側端部は、前記ヘッドユニットの前方側に位置することを
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特徴とする。
【００２４】
　本発明の第１３の態様に係るインクジェット記録装置は、第１２の態様において、前記
インクチューブは、前記ヘッドユニットの前記移動に伴って追従変形しない非可動部を有
し、前記インクチューブの前記非可動部は、該装置の前方側又は側方側から装置外部に出
ることを特徴とする。
【００２５】
　本発明の第１４の態様に係るインクジェット記録装置は、第９の態様、第１１の態様又
は第１３の態様において、前記インクチューブの前記非可動部は、前記ハウジングの上を
通って装置外部に出ることを特徴とする。
【００２６】
　本発明の第１５の態様に係るインクジェット記録装置は、第１４の態様において、前記
インクチューブの前記変形可動部の可動側端部は、前記ハウジングの開口部の縁から延設
された固定部に設けられていることを特徴とする。
【００２７】
　本発明の第１６の態様に係るインクジェット記録装置は、第１４の態様において、前記
ハウジングの上部に該ハウジング上面を開閉可能に設けられるカバー又はスキャナーユニ
ットを備え、前記カバー又はスキャナーユニットを閉じた状態において、対向する前記ハ
ウジングとの間に前記インクチューブ配設用の隙間を作る閉じ位置規制部が設けられてい
ることを特徴とする。
【００２８】
　本発明の第１７の態様に係るインクジェット記録装置は、第９の態様において、前記装
置の後方側に被記録媒体を給送する給送部を備え、前記インクチューブは、前記給送部が
備える前記被記録媒体の差し込み口を通って前記装置の外部に出ることを特徴とする。
【００２９】
　本発明の第１８の態様に係るインクジェット記録装置は、第１１の態様又は第１３の態
様において、前記ハウジングの上部に該ハウジング上面を開閉可能に設けられるスキャナ
ーユニットを備え、前記スキャナーユニットは、底面に前記ヘッドユニットの移動方向に
延在する突状部を備え、前記ハウジングは、前記スキャナーユニットの閉状態における前
記突状部に対応した両側上面に凹部を備え、前記インクチューブの非可動部は、該凹部内
を通って前記装置の外部に出ることを特徴とする。
【００３０】
　本発明の第１９の態様に係るインクジェット記録装置は、第１３の態様において、前記
インクチューブの前記非可動部が、前記排出口から装置外部に出ることを特徴とする。
【００３１】
　本発明の第２０の態様に係るインクジェット記録装置は、第１３の態様において、前記
装置の前面に、該装置の操作部を構成するパネルユニットが設けられ、前記インクチュー
ブの前記非可動部が、前記パネルユニットの側部と前記ハウジングとの間のスペースを通
って装置外部に出ることを特徴とする。
【００３２】
　本発明の第２１の態様に係るインクジェット記録装置は、第２０の態様において、前記
パネルユニットの後面側に前記インクチューブの前記非可動部の一部に接して支持するチ
ューブ支持部材が在り、前記非可動部は、前記チューブ支持部材に支持されて前記装置外
部に出ることを特徴とする。
【００３３】
　本発明の第２２の態様に係るインクジェット記録装置は、第２１の態様において、前記
パネルユニットは下部が上部に対して前方に出た傾斜姿勢をとることが可能であることを
特徴とする。
【００３４】
　本発明の第２３の態様に係るインクジェット記録装置は、第２１の態様において、前記
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パネルユニットは下部が上部に対して前方に出た傾斜姿勢で固定されていることを特徴と
する。
【００３５】
　本発明の第２４の態様に係るインクジェット記録装置は、第９の態様、第１１の態様又
は第１３の態様において、前記インクチューブを複数本備え、前記インクチューブの前記
非可動部は、分岐点を基点に、複数本の前記インクチューブのうち少なくとも１本以上の
インクチューブが、前記装置の左方向に延在し、残るインクチューブが、前記装置の右方
向に延在して、それぞれ該装置の側方側又は前方側から該装置の外部に出ることを特徴と
する。
【００３６】
　本発明の第２５の態様に係るインクジェット記録装置は、第１の態様から第７の態様の
いずれか一つの態様において、前記インクチューブを複数本備えるとともに、当該複数本
のインクチューブが結束手段によって結束されていることを特徴とする。
【００３７】
　本発明の第２６の態様に係るインクジェット記録装置は、第１の態様から第７の態様の
いずれか一つの態様において、前記ハウジングの外側に前記インク収容部を備えているこ
とを特徴とする。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の実施例１に係るインクジェット記録装置のスキャナーユニット開状態の
外観斜視図。
【図２】本発明の実施例２に係るインクジェット記録装置のスキャナーユニット開状態の
外観斜視図。
【図３】本発明の実施例３に係るインクジェット記録装置のスキャナーユニット開状態の
外観斜視図。
【図４】本発明の実施例４に係るインクジェット記録装置のスキャナーユニット開状態の
外観斜視図。
【図５】本発明の実施例５に係るインクジェット記録装置のスキャナーユニット開状態の
外観斜視図。
【図６】本発明の実施例６に係るインクジェット記録装置のスキャナーユニット開状態の
外観斜視図。
【図７】本発明の実施例７に係るインクジェット記録装置のスキャナーユニット開状態の
外観斜視図。
【図８】本発明の実施例８に係るインクジェット記録装置のスキャナーユニット開状態の
外観斜視図。
【図９】本発明の実施例９に係るインクジェット記録装置のスキャナーユニット開状態の
外観斜視図。
【図１０】本発明の実施例１０に係るインクジェット記録装置のスキャナーユニット閉状
態の外観斜視図。
【図１１】本発明の実施例１１に係るインクジェット記録装置のスキャナーユニット閉状
態の外観斜視図。
【発明を実施するための形態】
【００３９】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。尚、各実施例において同一の構
成については、同一の符号を付し、最初の実施例においてのみ説明し、以後の実施例にお
いてはその構成の説明を省略する。
【００４０】
■■■第１実施形態■■■■■
　図１に基いて本発明の第１実施形態に係るインクジェット記録装置の構成を説明する。
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　図１において、インクジェット記録装置としてのインクジェットプリンター１０Ａ（以
下、プリンター１０Ａという。）は、プリンター装置本体１２と、該プリンター装置本体
１２の上部に回動可能に取り付けられたスキャナーユニット１４とを備えている。プリン
ター装置本体１２は、その前面１６に被記録媒体を排出する排出口１８を備えている。
【００４１】
　プリンター装置本体１２は、その前面１６にパネルユニット２２を備えている。パネル
ユニット２２には、操作部２６として、ユーザーがプリンター１０Ａの操作に使用する複
数の入力手段２４が設けられている。また、パネルユニット２２の下端は、排出口１８の
上縁２８を構成している。
【００４２】
　当該プリンター１０Ａは、インクを吐出する記録ヘッド５４を備え所定の方向（図１の
Ｘ軸方向）に移動可能なヘッドユニット３４と、前記ヘッドユニット３４の移動領域上部
の少なくとも一部を露呈させる開口部７２を備えたハウジング３８と、前記ヘッドユニッ
ト３４に接続され、該ヘッドユニット３４に記録実行のためのデータ信号を送る、可撓性
を有するデータ線（ＦＦＣ　フレキシブル・フラット・ケーブル）８とを備えている。そ
して更に、インクが収容されたインク収容部４０から送られるインクを前記記録ヘッド５
４へと導き、前記ヘッドユニット３４の前記移動に伴って追従変形する変形可動部３５を
有するインクチューブ３６を備えている。
【００４３】
　本実施例では、該インクチューブ３６は、インクが収容されたインク収容部４０と前記
ヘッドユニット３４に両端が接続され、前記インク収容部４０内のインクを前記記録ヘッ
ド５４へと導く、可撓性を有するインクチューブ３６であって、前記ヘッドユニット３４
の前記移動に伴って追従変形する変形可動部３５と追従変形しない非可動部３７を有して
る。　
　インクチューブ１３は、上記した通り両端が前記インクタンク１１と前記ヘッドユニッ
ト７に接続されているが、該インクチューブ１３は前記インクタンク１１と前記ヘッドユ
ニット７との間の部分が、繋ぎ目のない連続した単一チューブに限定されず、複数本を連
結して単一の一連のチューブにしたものであってもよい。
【００４４】
　前記データ線８の前記ヘッドユニット３４と反対側は、当該装置内のデータ信号供給部
を成す制御部（図示せず）に接続されている。
【００４５】
　そして、前記ヘッドユニット３４の移動可能な範囲に渡って、前記インクチューブ３６
がデータ線８と干渉しないように、該インクチューブ３６の少なくとも前記変形可動部３
５の一部は、前記データ線８の配設領域の上方に配設されている。　
　本実施例では、前記インクチューブ３６の前記変形可動部３５は、前記データ線８の配
設領域に対して高さ方向で上に配設されている。　
　更に、前記インクチューブ３６の前記変形可動部３５と前記データ線８は上下において
互いに沿って配設されている。即ち、前記変形可動部３５のＵ字反転部３９と前記データ
線８のＵ字反転部９は、前記ヘッドユニット３４の移動方向に対して同じ側（左側）にあ
り、当該変形可動部３５とデータ線８は略同じ経路で上下において並んで配設されている
。
【００４６】
　更に、前記インクチューブ３６の前記変形可動部３５は全体として帯状を成している。
前記データ線８も帯状を成している。そして、これら変形可動部３５及びデータ線８は、
いずれも前記帯状を成す面の幅方向ｄが上下方向に沿っている、即ち前記帯状を成す面は
略垂直面を成している。これにより、前記変形可動部３５とデータ線８は、ヘッドユニッ
ト３４の移動に伴っていずれも実質的にそれぞれの水平面内で追従変形する。　
　本実施例では、インクチューブ３６は、複数のインクチューブ３６をまとめるためにヘ
ッドユニット３４と外部インク収容部４０との間で結束手段１３４により結束されている
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。結束手段１３４は、プラスチック等で形成された結束バンドや、ゴム状部材などである
。結束手段１３４は、図示した位置に限られず他の位置に設けることができ、またその設
置数も、図示した数に限られず適宜増減することができる。
【００４７】
　また、本実施例では、前記記録ヘッド５４により記録が行われた被記録媒体（図示せず
）が排出される前記排出口１８が設けられた側を装置の前方側としたとき、前記インクチ
ューブ３６の前記変形可動部３５の可動側端部６は、前記ヘッドユニット３４の後方側に
位置する。そして、前記インクチューブ３６の前記非可動部３７は、該装置の後方側から
装置外部に出ている。前記可動側端部６は、本実施例では一対のピン５によって該チュー
ブ３６を挟むことによって規定されている。　
　前記一対のピン５は、前記スキャナーユニット１４を閉じた状態において、対向する前
記ハウジング３８との間に前記インクチューブ３６配設用の隙間を作る閉じ位置規制部７
としても機能する。
【００４８】
　前記可動側端部６よりもインク収容部４０側に位置するインクチューブ３６がヘッドユ
ニット３４の移動に伴って追従変形しない非可動部３７となる。この非可動部３７は、前
記可動側端部６を基点にして前記ハウジング３８の上面を右方向に延設され、装置右端に
おいて後方に（左に）曲がって装置後方から装置外部に出て、前記インク収容部４０に接
続されている。該インク収容部４０は、図示のように前記ハウジング３８の外側であって
当該装置後方に設けられている。
【００４９】
　また本実施例では、プリンター装置本体１２は、前記装置の後方側に被記録媒体（図示
せず）を給送する給送部１３を備えている。被記録媒体は前記給送部１３の差し込み口で
ある給紙口１５にセットされ、公知の給送ローラー（図示せず）、搬送ローラー（図示せ
ず）及び排出ローラー（図示せず）によって装置前方側（図１のＹ方向）に送られ、前記
記録ヘッド５４の下を通り、インクを吐出され、排出口２８から外部に排出される。
【００５０】
　続いて、記録ヘッド５４へインクを供給するインク供給系について説明する。プリンタ
ー１０Ａの外観をなすハウジング３８の装置右側の後方の位置に、上記の通り、複数の外
部インク収容部４０（４０ａ，４０ｂ，４０ｃ，４０ｄ）が設けられている。前記インク
チューブ３６（３６ａ，３６ｂ，３６ｃ，３６ｄ）の非可動部３７は、上記の通り、その
先端側が外部インク収容部４０にそれぞれ接続されている。該非可動部３７の他端はヘッ
ドユニット３４の移動方向の正面にある接続部１１に接続されている。
【００５１】
　ヘッドユニット３４の底部にインクを吐出する記録ヘッド５４が設けられている。該ヘ
ッドユニット３４が被記録媒体の幅方向（図１のＸ軸方向）に移動する過程において記録
ヘッド５４からインクが吐出されることにより、被記録媒体に記録が実行される。
【００５２】
　本実施形態に係るヘッドユニット３４は、インクカートリッジを搭載しておらず、ハウ
ジング３８の後方に設けられたインクタンク４０（４０ａ～４０ｄ）から、インク流路を
形成する流路形成部材としてのインクチューブ３６（３６ａ～３６ｄ）を介して、記録ヘ
ッド５４へとインクを供給するように構成されている。
【００５３】
　より詳しくは、インクタンク４０ａ～４０ｄは、それぞれ異なる色のインクを収容する
インク収容部であり、例えばインクタンク４０ａはブラック（ＢＫ）のインクを、インク
タンク４０ｂはイエロー（Ｙ）のインクを、インクタンク４０ｃはマゼンタ（Ｍ）のイン
クを、インクタンク４０ｄはシアン（Ｃ）のインクを、それぞれ収容する。
【００５４】
　インクチューブ３６ａ～３６ｄは、可撓性を有するチューブであり、インクタンク４０
ａ～４０ｄから記録ヘッド５４に至るインク流路を形成する。尚、ヘッドユニット３４は
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、中継部収容部１７により本体が構成されており、この中継部収容部１７に、各インク色
に対応した中継部５６（５６ａ～５６ｄ）が収容されている。
【００５５】
　中継部５６ａ～５６ｄは、記録ヘッド５４とインクタンク４０ａ～４０ｄとを中継する
アダプターであり、インクチューブ３６ａ～３６ｄは、それぞれ中継部５６ａ～５６ｄに
接続されている。換言すれば、中継部５６ａ～５６ｄから、ヘッドユニット３４の外側に
インクチューブ３６ａ～３６ｄが延出し、前記接続部１１に連通された状態となっている
。
【００５６】
　尚、以下の説明では、インクタンク４０ａ～４０ｄを特に区別する必要の無い場合には
「インクタンク４０又はインク収容部４０」と呼び、同様にインクチューブ３６ａ～３６
ｄを特に区別する必要の無い場合には「インクチューブ３６」と呼び、中継部５６ａ～５
６ｄを特に区別する必要の無い場合には「中継部５６」と呼ぶこととする。
【００５７】
　前記ハウジング３８は、開口部７２を有し、この開口部７２によってヘッドユニット３
４の往復動領域の一部が露呈するようになっている。ハウジング３８は、開口部７２の両
側にカバー部７０を有しており、ヘッドユニット３４が往復動領域の両端部に位置すると
きに、カバー部７０によってヘッドユニット３４の一部又は全部が覆われる様になってい
る。尚、開口部７２は、ハウジング３８の内部空間に外部からのアクセスを可能とする。
【００５８】
　本実施例によれば、前記インクチューブ３６の前記変形可動部３５は、前記データ線８
の配設領域の上方に配設されている。従って、前記データ線８と前記インクチューブ３６
とが、互いに干渉しない配設構造となり、装置全体が大型化する問題を改善することがで
きる。　
　また、前記変形可動部３５と前記データ線８は上下において互いに沿って配設されてい
るので、当該装置の前後方向及び左右方向に対してコンパクトを図ることができる。　
　更に、本実施例によれば、前記変形可動部３５と前記データ線８は、ヘッドユニット３
４の移動に伴っていずれも実質的に水平面内で追従変形するので、当該装置の上下方向に
対してコンパクト化を図ることができる。
【００５９】
　［第１実施形態の変形例］
　上記実施例では、インク収容部４０を当該装置後方においてハウジング３８の外側に設
け、インクチューブ３６の非可動部３７は装置後方に延出されて前記インク収容部４０に
接続されている。これに代えて、後述する図２の例のように、インク収容部４０を当該装
置の側方においてハウジング３８の外側に設け（図１においては右側）、インクチューブ
３６の非可動部３７を装置側方に延出させて該インク収容部４０に接続させてもよい。
【００６０】
■■■第２実施形態■■■■■
　図２に基いて本発明の第２実施形態に係るインクジェット記録装置の構成を説明する。
　
　図２に示したように、インクジェットプリンター１０Ｂ（以下、プリンター１０Ｂとい
う。）は、前記インクチューブ３６の前記変形可動部３５の可動側端部６が、前記ヘッド
ユニット３４の前方側に位置する。前記可動側端部６は、プリンター装置本体１２の底部
に立設された垂直な板状の固定部２に固定具７４によって当該インクチューブ３６を固定
することで規定されている。尚、固定部２はハウジング３８の開口部７２の縁から延出さ
せて形成してもよい。　
　該非可動部３７の他端はヘッドユニット３４の移動方向の、前記図１の実施例とは反対
側に設けられた接続部１１に接続されている。
【００６１】
　データ線８は、前記インクチューブ３６の変形可動部３５の下方において該変形可動部
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３５と略同じ経路で並んで配設されている。該データ線８の前記ヘッドユニット３４と反
対側は、前記固定部２に沿ってそのまま側方に延設されて、前記制御部に接続されている
。
【００６２】
　そして、インクチューブ３６の前記非可動部３７は、該装置の側方側からハウジング３
８の上を通って装置外部に出て、当該装置の側方においてハウジング３８の外側に設けら
れたインク収容部４０に接続されている。前記スキャナーユニット１４を閉じた状態にお
いて、対向する前記ハウジング３８との間に前記インクチューブ３６配設用の隙間を作る
閉じ位置規制部７が設けられている。　
　その他の構成は図１に示した実施例と同様であるので、同一部分に同一符号を付してそ
の説明は省略する。
【００６３】
■■■第３実施形態■■■■■
　図３に基いて本発明の第３実施形態に係るインクジェット記録装置の構成を説明する。
　
　図３に示したように、インクジェットプリンター１０Ｃ（以下、プリンター１０Ｃとい
う。）は、前記インクチューブ３６の前記変形可動部３５は、前記データ線８の配設領域
の上方に配設されている。前記変形可動部３５の可動側端部６は、前記ヘッドユニット３
４の移動線上であって該ヘッドユニット３４の上方に位置する。該可動側端部６のヘッド
ユニット３４への接続部１１は、ヘッドユニット３４の上面に設けられている。　
　前記接続部１１がヘッドユニット３４の上面に設けられていることで全体の高さが増大
し、カバー部７０の下に入ることができなくなる。そこで、ハウジング３８の該接続部１
１に対応する部分には切り欠き４１が設けられ、ヘッドユニット３４の移動端までの移動
を可能にしている。　
　尚、前記接続部１１をヘッドユニット３４の上面ではなく、図３における右側の側面に
取り付けて高さを低くし、前記切り欠き４１を設けないようにすることも可能である。
【００６４】
　そして、前記インクチューブ３６の前記変形可動部３５と前記データ線８が、いずれも
前記帯状を成す面の幅方向ｄが上下方向に対して交差している、即ち前記帯状を成す面は
略水平面を成している。更に、前記インクチューブ３６の前記変形可動部３５とデータ線
８は、それぞれの各Ｕ字反転部３９、９が、図３に示したように前記ヘッドユニット３４
の移動方向に対して反対側になるように引き回されて配設されている。　
　これにより、前記変形可動部３５とデータ線８は、ヘッドユニット３４の移動に伴って
いずれも実質的に垂直面内で追従変形する。
【００６５】
　前記インクチューブ３６の前記非可動部３７は、前記可動側端部６を基点にそのまま延
びて該装置の側方側（図３において左側）から装置外部に出て、当該装置の側方において
ハウジング３８の外側に設けられたインク収容部４０に接続されている。ここで、前記可
動側端部６を支持する固定部２はハウジング３８の開口部７２の縁から水平に延設されて
いる。　
　前記データ線８の前記ヘッドユニット３４の移動に伴って追従変形する部分の前記ヘッ
ドユニット３４と反対側は、本実施例では、前記固定部２の下面に接着固定され、その接
着部４３から更に引き回されて、前記制御部に接続されている。　
　その他の構成は図１に示した実施例と同様であるので、同一部分に同一符号を付してそ
の説明は省略する。
【００６６】
■■■第４実施形態■■■■■
　図４に基いて本発明の第４実施形態に係るインクジェット記録装置の構成を説明する。
　
　図４に示したように、インクジェットプリンター１０Ｄ（以下、プリンター１０Ｄとい
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う。）は、図２の実施例においてヘッドユニット３４の前方側に位置する前記インクチュ
ーブ３６の変形可動部３５の可動側端部６を、前記前方側に換えて後方側に位置させた構
成に基本的に相当する。
【００６７】
　前記固定部２はハウジング３８の開口部７２の縁に垂直姿勢を維持して取り付けられて
いる。本実施例では、データ線８は、前記可動側端部６の下の位置で固定部２に固定具４
で固定され、更に装置後方に延設されている。
【００６８】
　前記インクチューブ３６の前記非可動部３７は、該装置の後方側から装置外部に出てい
る。更に本実施例では、前記インクチューブ３６は、前記給送部１３が備える前記被記録
媒体の差し込み口である給紙口１５を通って前記装置の外部に出ている。　
　その他の構成は図２に示した実施例と同様であるので、同一部分に同一符号を付してそ
の説明は省略する。
【００６９】
■■■第５実施形態■■■■■
　図５に基いて本発明の第５実施形態に係るインクジェット記録装置の構成を説明する。
　
　図５に示したように、インクジェットプリンター１０Ｅ（以下、プリンター１０Ｅとい
う。）は、前記インクチューブ３６の前記変形可動部３５のＵ字反転部３９と前記データ
線８のＵ字反転部９は、前記ヘッドユニット３４の移動方向に対して反対側にある。
【００７０】
　具体的には、本実施例は、図１の実施例においてインクチューブ３６の引き回し方向を
前記Ｕ字反転部３９がヘッドユニット３４の左側に位置していたものを右側に位置するよ
うに変えた構造に相当する。それに伴って、前記接続部１１もヘッドユニット３４に対し
て図１の位置から図５に示した位置（ヘッドユニット３４の右側の面）に変り、インク収
容部４０の位置も装置後方の右端の位置から左端の位置に変っている。　
　その他の構成は図１に示した実施例と同様であるので、同一部分に同一符号を付してそ
の説明は省略する。
【００７１】
■■■第６実施形態■■■■■
　図６に基いて本発明の第６実施形態に係るインクジェット記録装置の構成を説明する。
　
　図６に示したように、インクジェットプリンター１０Ｆ（以下、プリンター１０Ｆとい
う。）は、前記インクチューブ３６の前記変形可動部３５のＵ字反転部３９と前記データ
線８のＵ字反転部９は、前記ヘッドユニット３４の移動方向に対して反対側にある。
【００７２】
　更に、前記インクチューブ３６の前記変形可動部３５は前記帯状を成す面の幅方向ｄが
上下方向に対して交差しており、前記データ線８は前記帯状を成す面の幅方向ｄが上下方
向に沿っている。　
　すなわち、本実施例は、インクチューブ３６は図３の実施例と同じ配設構造であり、デ
ータ線８は図１又は図５の実施例と同じ配設構造である。　
　その他の構成は図１、図３又は図５に示した実施例と同様であるので、同一部分に同一
符号を付してその説明は省略する。
【００７３】
■■■第７実施形態■■■■■
　図７に基いて本発明の第７実施形態に係るインクジェット記録装置の構成を説明する。
　
　図７に示したように、インクジェットプリンター１０Ｇ（以下、プリンター１０Ｇとい
う。）は、前記インクチューブ３６の前記変形可動部３５と前記データ線８は、いずれも
前記帯状を成す面の幅方向ｄが上下方向に対して交差している。



(15) JP 2013-166327 A 2013.8.29

10

20

30

40

50

【００７４】
　前記インクチューブ３６は複数本である４本備えている。そして、前記インクチューブ
３６の前記非可動部３７は、分岐点３１を基点に、４本の前記インクチューブ３６ａ，３
６ｂ，３６ｃ，３６ｄのうち２本のインクチューブ３６ｃ，３６ｄが、前記装置の左方向
に延在し、残るインクチューブ３６ａ，３６ｂが、前記装置の右方向に延在して、それぞ
れ該装置の側方側から該装置の外部に出る。
【００７５】
　当該装置の左側でハウジング３８の外側にはインク収容部４０ｃ，４０ｄが設けられて
おり、右側にはインク収容部４０ａ，４０ｂが設けられている。前記インクチューブ３６
ｃ，３６ｄはインク収容部４０ｃ，４０ｄに接続され、他のインクチューブ３６ａ，３６
ｂはインク収容部４０ａ，４０ｂに接続されている。　
　その他の構成は図３に示した実施例と同様であるので、同一部分に同一符号を付してそ
の説明は省略する。
【００７６】
■■■第８実施形態■■■■■
　図８に基いて本発明の第８実施形態に係るインクジェット記録装置の構成を説明する。
　
　図８に示したように、インクジェットプリンター１０Ｈ（以下、プリンター１０Ｈとい
う。）は、前記インクチューブ３６の前記変形可動部３５と前記データ線８は、いずれも
前記帯状を成す面の幅方向ｄが上下方向に沿っている。
【００７７】
　更に、前記ハウジング３８の上部に該ハウジング３８上面を開閉可能に設けられるスキ
ャナーユニット１４を備え、前記スキャナーユニット１４は、底面に前記ヘッドユニット
３４の移動方向に延在する突状部４５を備えている。　
　前記ハウジング３８は、前記スキャナーユニット１４の閉状態における前記突状部４５
に対応した両側上面に凹部４７を備えている。　
　そして、前記インクチューブ３６の非可動部３７は、該凹部４７内を通って前記装置の
外部に出ている。即ち、前記インクチューブ３６の前記非可動部３７は、分岐点３１を基
点に、４本の前記インクチューブ３６ａ，３６ｂ，３６ｃ，３６ｄのうち２本のインクチ
ューブ３６ｃ，３６ｄが、前記凹部４７（左側）を通って前記装置の左方向に延在し、残
るインクチューブ３６ａ，３６ｂが、前記凹部４７（右側）を通って前記装置の右方向に
延在して、それぞれ該装置の側方側から該装置の外部に出る。　
　その他の構成は図２に示した実施例と同様であるので、同一部分に同一符号を付してそ
の説明は省略する。
【００７８】
■■■第９実施形態■■■■■
　図９に基いて本発明の第９実施形態に係るインクジェット記録装置の構成を説明する。
　
　図９に示したように、インクジェットプリンター１０Ｉ（以下、プリンター１０Ｉとい
う。）は、記インクチューブ３６の前記非可動部３７が、装置前方に位置する前記排出口
１８の左端から装置外部に出る。
【００７９】
　固定具４は、図９においては前記固定部２に取り付けられた一つだけが示されているが
、インクチューブ３６の非可動部３７が垂れ下がって排出口１８から排出される被記録媒
体の排出の妨げにならないように他の適宜の箇所（図示せず）で固定されている。
【００８０】
　尚、インクチューブ３６を固定する際の固定具４及び前記可動側端部６を成す固定具７
４としては、紐、ゴムバンドなどによる固定、クリップ、その他部材を利用した固定、テ
ープによる粘着固定、接着剤に接着固定、など種々の固定構造を用いることができる。　
　複数本のインクチューブ３６は、上記の通り、適宜の場所で、紐、ゴムバンド、クリッ
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プ等を結束手段１３４として、結束することができる。　
　その他の構成は図２に示した実施例と同様であるので、同一部分に同一符号を付してそ
の説明は省略する。
【００８１】
■■■第１０実施形態■■■■■
　図１０に基いて本発明の第２実施形態に係るインクジェット記録装置の構成を説明する
。　
　図１０に示したように、インクジェットプリンター１０Ｊ（以下、プリンター１０Ｊと
いう。）は、前記装置の前面１６に、該装置の操作部２６を構成するパネルユニット２２
が設けられ、前記インクチューブ３６の前記非可動部３７が、前記パネルユニット２２の
側部の外側のスペース３を通って装置外部に出ている。このスペース３は予め大きく設定
したものと、その部分を加工して大きくしたものの両方が可能である。　
【００８２】
　前記パネルユニット２２の後面側には、前記インクチューブ３６の前記非可動部３７の
一部に接して支持するチューブ支持部材３０が在り、該非可動部３７は、前記チューブ支
持部材３０に下から支持されて前記装置外方に出る。本実施例では、チューブ支持部材３
０は、プリンター装置本体１２の前記開口部１８を構成する側壁２９に設けられた水平板
状部材である。該チューブ支持部材３０は開口部１８の左右の全体ではなく、左側の一部
であって前記非可動部３７の配設部分に対応する部分にのみ設けられている。　
　該チューブ支持部材３０は、排出口１８をプリンター１０Ｂの上下方向（図３のＺ軸方
向）に仕切り、上面側に排出口１８に隣り合うチューブ配置領域３２を形成している。そ
して、被記録媒体は、チューブ支持部材３０の下方を通って排出口１８からハウジング３
８の前方に排出される。
【００８３】
　前記パネルユニット２２は、下部２５が上部２７に対して前方に出た傾斜姿勢をとるこ
とが可能である。更に本実施例では、前記パネルユニット２２は、下部２５が上部２７に
対して前方に出た傾斜姿勢で固定されている。これにより、前記スペース３を大きく確保
することができるので、インクチューブ３６として口径の大きいものの使用が可能となり
、インクの記録ヘッド５４への供給を円滑に行える。ここで、前記傾斜姿勢の固定は適宜
の固定構造を用いることができる。
【００８４】
　本実施例によれば、パネルユニット２２の側部の外側のスペース３を利用して上記目的
を達成することができる。　
　また、インクチューブ３６の前記非可動部３７は、前記パネルユニットの後面側に在る
前記チューブ支持部材３０に支持されて前記パネルユニット２２の側部の外側のスペース
３を通って前記装置外方に出る。従って、インクチューブ３６を安定良く配設することが
できる。
【００８５】
　また、前記パネルユニット２２は、下部２５が上部２７に対して前方に出た傾斜姿勢で
固定されているので、前記パネルユニット２２の側部の外側のスペース３を有効に利用し
て、当該インクチューブ３６の非可動部３７を前記装置外方に出すことができる。また、
前記スペース３を大きく確保することができるので、インクチューブ３６として口径の大
きいものの使用が可能となり、インクの記録ヘッド５４への供給を円滑に行える。
【００８６】
■■■第１１実施形態■■■■■
　図１１に基いて本発明の第１１実施形態に係るインクジェット記録装置の構成を説明す
る。　
　図１１に示したように、インクジェットプリンター１０Ｋ（以下、プリンター１０Ｋと
いう）は、前記インクチューブ３６を４本備え、前記インクチューブ３６の前記非可動部
３７は、前記チューブ支持部材３０上の分岐点３１を基点に分岐して、４本の前記インク
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チューブ３６ａ，３６ｂ，３６ｃ，３６ｄのうち２本のインクチューブ３６ａ，３６ｂが
、前記装置の前部右側から該装置の外方に出て、残るインクチューブ３６ｃ，３６ｄが、
前記装置の前部左側から該装置の外方に出る。　
　即ち、前記インクチューブ３６の前記非可動部３７が分岐点３１で分岐して、前記パネ
ルユニット２２の左右の両側部の外側のスペース３をそれぞれ通って装置外部に出る構成
である。
【００８７】
　ここで、分岐点３１の位置は図６に示した実施例では、開口部１８の左右のほぼ中央に
位置するが、それに限定されない。前記チューブ支持部材３０上で適宜その位置を変える
ことが可能である。　
　その他の構成は図２の実施例と同様なので、同一部分に同一符号を付してその説明は省
略する。
【００８８】
　本発明は上記各実施形態に限定されることなく、特許請求の範囲に記載した発明の範囲
内で、種々の変形が可能であり、それらも本発明の範囲内に含まれるものであることは言
うまでもない。
【符号の説明】
【００８９】
　２　固定部、３　スペース、４　固定具、５　ピン、６　可動側端部、
７　閉じ位置規制部、８　データ線、９　Ｕ字反転部、
１０Ａ～１０Ｋ　インクジェットプリンター、１１　接続部、
１２　プリンター装置本体、１３　給紙部、１４　スキャナーユニット、
１５　給紙口（差し込み口）、１６　プリンター装置本体の前面、
１７　中継部収容部、１８　排出口、２０　スキャナーユニットの前面、
２２　パネルユニット、２４　入力手段、２５　下部、２６　操作部、２７　上部、
２８　排出口の上縁、２９　左側の側壁、３０　チューブ支持部材、３１　分岐点、
３２　チューブ配置領域、３４　ヘッドユニット、３５　変形可動部、
３６　インクチューブ、３７　非可動部、３８　ハウジング、３９　Ｕ字反転部、
４０，４０ａ，４０ｂ，４０ｃ，４０ｄ　外部インク収容部、４１　切り欠き、
４２　ホッパー、４３　接着部、４４　給送部、４５　突状部、５４　記録ヘッド、
５６　中継部、７２　開口部、７４　固定具、１３４　結束手段、
ｄ　帯状を成す面の幅方向
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